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有機エレクトロニクスの発達によって，数ミクロンの厚さのフィルムにトランジスタやセンサ

を実装することが可能になった．これらのデバイスの応用として，生体計測が活発に行われるよ

うになりつつある．素子や基材を柔らかい有機材料で構成することによって，デバイスが生体や

臓器の表面に追従し，活動電位や血流，圧力などの生理学的な情報を測定することができる．本

発表では，フレキシブルな電子デバイスによって実現される新しい生体計測を紹介する． 

脳を電気刺激することによって，様々な神経疾患の症状が改善することが示されている．我々

のグループでは，脳卒中の後遺症の一つである神経障害性疼痛に対して，大脳一次運動野を刺激

することによって，疼痛が緩和されることを示すとともに，脳を非侵襲的に電気刺激する機器の

開発を進めている[5]．電気刺激が脳に作用するメカニズムには未解明な点が多い．そこでラット

の脳をフレキシブル電極によって刺激して，誘発される脳活動をMRIによって計測した[6]．電極

は，図 1 に示すようにパリレン基材に金薄膜をパターニングすることによって作成し，運動野と

感覚野に電極を配置した．金薄膜が薄いため，電極が MRI測定と干渉せず，電極直下の活動も捉

えられる．運動野を刺激した結果，視床や線条体などに活動がみられた．また感覚野を刺激した

結果，皮質下の広い範囲に抑制性の反応がみられた．視床や線条体は痛みの知覚に関わる部位で

あり，これらの結果は，疼痛が軽減されるメカニズムを解明する手がかりを与えるものである． 

心臓の表面において心電図を測定すれば，体表における測定と比べて格段に高精度に，心臓の

電気活動の伝搬を捉えることが可能となり，心筋が障害された部位の特定などに有用である．そ

こで，フレキシブルな多点電極を用いて，ラットの心臓表面での心電図の計測を行った．電極は，

PET の基材に金薄膜をパターニングして，導線部分をパリレンで絶縁するとによって作成した．

左右の心房と心室に 1 点ずつ，計 4 点の測定点を設けた．電極をラットの心臓に置いたところ，

心臓表面の形状に沿って電極が密着し，心臓の拍動に対しても良好な追従性を得た．4 点の電極

からは，異なる活動電位の波形が測定され，

これは心房側から心室側への電気活動の

伝搬を反映している． 
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図 1：(a)脳刺激用フレキシブル電極．(b)ラットの運動

野への刺激によって誘発された活動[6]． 
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